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 〇 次に、その喉が開いた状態をキープさせながら、今度は口を閉じさせハミングをしながら、もう一度、 
音階練習をする。このときに響きのポイントを意識させ体内の「骨」まで共振している感覚をつかませていく。 
 〇 パート練習時はピアノの周りに各パートを順番に集めて、個人のチェックをする。 
その時に男子は「ラ」の音で、女子は「シ」の音でロングトーンさせる。ちなみに、男子の一番優れた者を「ラ王」
（ラの音の王者）と呼び、女子のそれは「女子プロ」（シの音のプロ）と分かりやすく呼ぶことにしている。さら
に、毎回、良い声で歌えた順にピアノの周りのポジション(右手前から並べる)を変動させていくようにしている。
こうすれば、誰が一番良い発声なのか一目瞭然である。 
２．次に「千の風になって」を毎回一回ずつ一番だけ全員で歌う。 
○ その時に「オペラ調」（授業では「おっさんの声」と呼んでいる）の歌い方で「秋川雅史」になったつもり
で、その声を真似させていく。 
○ 女子は頭声発声（授業では「おばさんの声」と呼んでいる）で歌うが、中には胸声発声を意識させ、男声のよ
うに、オクターブ低い声で歌ってもよい。（その時に、極力音程は気にしないようにする） 
３．次に、「もののけ姫」を歌う。この時は「米良美一」のつもりで、特に男子は「裏声」 （授業では言い方 
は悪いが「オネー声」と呼んでいる）を意識して女性のように歌う。 
○ 女子は当然、「頭声発声」でしっかりと歌わせていく。以上の２曲は、いつでも取り組めるように背面黒
板に大きく歌詞を書いておき、前を向かせ、良い姿勢で歌えるようにする。 
４．時々、その場に座らせて、個人で発表（チャレンジ）させていく。 
○ その際、歌詞を全部歌わせるのではなく、１フレーズごとにする。歌詞で言えば1～2行である。
 これは、声の質を高めていくのが目的であり「歌のテスト」をしているのではないということである。みんなの前
で歌うことへの抵抗感をなくし、良い声の見本になる生徒を皆で認めていくものである。こうすることでわざわざテ
ストなどしなくても、声の質は教師が１フレーズも聴けば手に取るように判断できる。ましてや全曲を一人で歌わせ
る必要はない。また、この時にピアノの伴奏はつけない。余分な音が入ることを避け、音程よりも、まず「音色」を
トレーニングしていく。女子の中で「千の風になって」を胸声発声で歌う者が出てきたら、それはそれで好都合であ
る。拒まずにどんどん発表させていく。このときは男声と同じ「オペラ」の声を真似させ、できるはずはないがオク
ターブ低い声（おっさんの声）でチャレンジさせていく。当然、教室は爆笑の渦になるが、これは女声と男声の違い
をはっきりと認識させるという意図もあり、音色感が鍛えられる。また音がはずれても、「笑ってごまかす」くらい
が、逆に皆が安心して楽しく歌える雰囲気を醸し出せる。ただ、気をつけたいのは、楽しいだけで授業が進んでいく
と、皆が地声で歌い出すことにつながっていく場合がある。そうすると、地声だとそれなりに歌えてしまい、ねらい
とする発声指導ができないことになるからだ。地声は極力避けるということがポイントになる。もし地声で歌いたい
ときは、地声で歌った方が良い曲を歌わせることだ。 
【価値観の共有】 
発声練習のやり方としては以上であり、とても簡単だ。これは「良い声」に向かって、みんなが同じベクトルで継続
して取り組んでいく、という方法である。もう一度言うがこれはテストではない。一人ひとりが「チャレンジ」して
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いくのは、良い歌声への価値観を共有するためのアプローチである。遵って、無理に歌わせることは避けなければな
らない。たとえば、色々なタイプの生徒がいるので、恥ずかしくて歌いたくない者を減点しないことだ。皆の前で歌
わない者が「悪い」のではなく、歌える生徒が「素晴らしい」のである。だから、歌ってみたいという生徒にはしっ
かりと挙手をさせ、自分の出席番号と名前を大きな声で言ってから歌わせる。もし失敗しても、決して批判などはせ
ず、勇気ある行動を称えていく。そして「正々堂々と手も挙げないで、対岸に立って他人の失敗を笑う卑怯者」これ
を徹底的に許さないことだ。そういう雰囲気をつくっていくことが「価値観」の共有につながっていく。そして「歌
わないのは自由だが、歌っているものの邪魔は絶対しない」ということをしっかりと覚えさせていく。以上を徹底し
ていくだけで、「良い声」を聴く機会がどんどん増え、歌声は伸びやかなものになっていく。 
 実際にこの授業を行ってから、全体の7割以上の生徒が合唱の時に「良い声」（ベルカント唱法）で歌おうとして
きている。私の学校では、各行事の歌で困ることは無い。ただ、未だ家で聴く好きな音楽に「クラシック音楽」を上
位に揚げさせることはできていない。今のところは「合唱のときは良い発声」という概念（価値観）が芽生えている
だけだ。これからも美しい歌声を目指し、本当に感動できる音
楽体験を通して、心から震えるほどの合唱を創っていきたい。
幸い（？）にも、多くの人間で心を合わせる合唱は個人ではでき
ない。 
【おわりに】 
以上、述べた方法は、至極単純で簡単なため、批判もあるかも知れない。いわゆる「物真似にたよらず、じっくりと
正しい発声練習をすべきだ」という人もいるだろう。しかし、そう言う人は、音楽教育の現場をもっと知ってほし
い。私は、そう言う人に聞いてみたい。「短い時間でどのようにして見本もなく、生徒に歌いたいと思わせているの
ですか？」と。もっと効率的な練習方法があるのなら、是非教えてもらいたい。 
 さらに、男女、両性の正しい発声方法を会得している教師はもっと少ない。男声教諭ならまだ「ファルセット」を
駆使すれば女性のような声は出せるかもしれない。しかし、女性教諭となると、その逆はほとんど不可能に近い。
（実は両性の声で活躍している女性歌手は存在はする）そんな中で、短時間で的確な発声の「お手本」を見せるこ
とのできる教師がはたしてどれだけいるのだろうか？しかも、ここでいう「お手本」とは、良い声の教師という意
味だけではない。その人を真似て歌いたくなるような声のことだ。もちろん、良い発声で歌える教師は五万といる。
「芸術は模倣からはじまる」とはよくいった言葉だ。「真似させる」のではなく、「真似したくなる」というところ
が肝心なのである。それこそが価値観の共有というものであろう。 
 哀しくなるのは、私が見てきた現場で、「私は正しいことをきちんと教えている。できないのは生徒が悪いからだ！」
と嘯く先生が結構いるということだ。生徒のせいにすれば話は簡単だ。その人は正しいことを言っているかもしれな
いが、「言っている」のと「教えている」のは、違うということが分かっていない。「教える」ということは「成長
させる」という意味が入った言葉だ。是非一度、そういう先生は底辺校と呼ばれる学校でやってみるといい。そして、
卒業式の校歌でも担当してみるとわかる。一日と勤まらないはずだ。それほど、この教科は難しいのである。ただ教
えることは簡単だ、しかし我々は本当に身についたかどうかまで、責任を取らなければならない。なぜなら結果は当
日本番、白日のもとに晒されるのだから。 
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